
2024 年 5 月 藤原直哉の学びのカフェ＠遠山郷 

政治・経済・金融の三つ巴―グローバリゼーションの崩壊が意味すること 

 

１、 政治・経済・金融の三つ巴の関係とは 

・大宇宙（神）を考えた場合の政治・経済・金融の関係 

・大宇宙（神）を考えない場合の政治・経済・金融の関係 

・愛と善で導くか、欲望と恐怖で導くか、腕力で導くか 

 

    ２、文明の広がりと政治・経済・金融の変化 

・地域に根差して暮らす人たちと、地域を横断して暮らす人たちの相克 

・聖俗分離で政治・経済・金融に何が起きたか 

・結局、聖俗分離は世界に悪神支配を広げ、それが物質文明を極限まで進めた 

 

  ３、大英帝国が構築した貿易・投資・金融の世界的ネットワーク 

・提督法が世界を侵食し続けた時代 

・大英帝国との距離感で世界が動いた時代 

・大東亜戦争も最後は英国との通貨戦争だった 

 

  ４、第二次大戦から生まれた米国主導のグローバリゼーション、その絶頂と崩壊 

・米国主導の世界的な政治・経済・金融の運営メカニズム 

・英国との違いはあからさまな内政干渉を是としていること 

・欲望と恐怖と腕力の大暴走の結果、「大淫婦バビロン」は滅びたり 

 

 ５、世界は原点に戻る 

・精神文明と物質文明の両立には、愛と善で導くリーダーシップしかない 

 


